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論文内容の要旨 

乳頭体は、パペッツ回路におけるひとつの構成要素であり、記憶機能に関与していると考

えられている。最近の動物での研究において、外側乳頭体と内側乳頭体とでは、その機能の

差異が明らかにされているものの、ヒトにおける乳頭体の外側・内側部分での機能的差異は

明らかにされていない。 

機能的 MRI を利用した安静時機能的結合は、ヒト乳頭体の複雑な機能のメカニズムを高空

間解像度かつ非侵襲的に調べることができる。そこで、本研究においては、その技術と DWI

を利用して、乳頭体を外側と内側に分割し、それぞれの海馬体、視床前核、被蓋核、そして

帯状皮質といった他構造体との機能的結合を調べた。 

その結果、安静時機能的結合において、乳頭体の外側部分は、前海馬／傍海馬支脚、そし

て背側被蓋核との間に内側部分より強い結合性があった。一方内側部分は、海馬体の海馬台、

腹側被蓋核、視床前核、そして帯状皮質との間に外側部分に比しての強い結合性が見られた。

また、DWI においては、乳頭体は海馬体とは脳弓を通じた構造的結合、視床前核とは乳頭視

床束を通じた結合、そして背側、腹側被蓋核とは乳頭被蓋束を通じた結合が描出された。 

以上の結果より、現在の乳頭体の外側・内側部分に関わる動物研究にて示されている内容

がヒトにおいて確認された。また外側、内側乳頭体がそれぞれにおいて記憶や空間ナビゲー

ションといった機能を有していることが示唆されており、ひとつの構造体において並存して

いるが、異なったシステムを持っていることが示された。 

 


